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１．概要（Summary） 

単層カーボンナノチューブ（SWCNT）は一次元構造によ

る状態密度の急峻な変化により従来の熱電材料よりも優

れた性能を持つとされている[1]。しかし SWCNT 単体

の熱電計測の報告は少ない。SWCNT 単体の熱電物性

を明らかにすべく、一本の SWCNT に電極をとってゼー

ベック係数の計測を行う。この時、既存の温度計ではナノ

サイズの材料の温度測定は不向きなため、非接触で高分

解能な温度測定が可能な窒素空孔中心（NV センタ）を

持つナノダイヤモンドを電極上に配置する。 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高速マスクレス露光装置、100kV 電子ビーム描画装置、

６連自動蒸着装置 

【実験方法】 

 NIMS 微細加工 PF で 4 × 3.2 mm の Si 基板にマ

スクレス露光装置で電極パットとアライメントマークを描画

し、 Ti 10 nm、Au 150 nm を蒸着した。理化学研究所

において SWCNT を散布し、AFM で位置を特定した。 

NIMS 微細加工 PF で 100kV 電子ビーム描画装置を用

いて SWCNT 電極を描画し、Ti を 50 nm 蒸着した。

その後、所属大学でナノダイヤモンドを散布し、リフトオフ

した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

これまで電極を蒸着し、電極上にナノダイヤモンドを配

置できるか確認した。SWCNT へ取り付ける電極のみを

形成し、電極上にナノダイヤモンドを散布した様子を Fig. 

1 に示す。Fig. 1(a)では電極上にナノダイヤモンドが黒

い点として映っている。この電極の幅は 1 m である。こ

こに 532 nm レーザーを照射したところ、ナノダイヤモン

ドの蛍光を観測することができた。 (Fig. 1(b))  
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Fig. 1 Nanodiamonds on the electrodes. 

(a)optical microscope image. 

(b)photoluminescence image. 


